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日
本
遺
産
「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
」
の
文
化
財

縄
文
時
代
か
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
富
士
見
町
の
縄
文
文
化
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る

「
縄
文
人
ム
サ
イ
さ
ん
」
が
、
諏
訪
地
域
や
山
梨
県
な
ど
八
ヶ
岳
周
辺
の
1
4
市
町
村
で
構
成

す
る
日
本
遺
産
「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
」
の
構
成
文
化
財
へ
旅
に
出
掛
け
た
様
子

が
、
ポ
ス
タ
ー
や
写
真
投
稿
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
公
開
克
て
い
る
。
諏
訪
市

の
曽
根
遺
跡
や
原
村
の
阿
久
遺
跡
、
北
杜
市
の
梅
の
木
遺
跡
な
ど
を
訪
問
。
風
景
や
自
然
の

写
真
を
見
て
文
化
財
の
魅
力
に
触
れ
て
は
し
い
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
　
（
濱
翔
貴
）

ポ
ス
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
で

富
士
見
町
商
工
会
の
事
翼
　
諏
訪
市
の
写
真
家
「
m
O
k
O

で
、
同
町
の
井
戸
尻
考
古
館
と
　
p
r
O
j
e
C
T
」
が
協
力
し

た
。
「
星
降
る
中
部
－
」
は
日

本
遺
産
と
し
て
2
0
1
8
年
に

認
定
。
文
化
財
に
物
語
性
を
持

た
せ
て
観
光
振
興
な
ど
に
つ
な

げ
る
目
的
で
、
八
ヶ
岳
山
麓
を

中
心
と
し
た
縄
文
時
代
の
黒
曜

石
鉱
山
や
土
器
、
土
偶
な
ど
が

物
語
を
紡
い
で
い
る
。
企
画

は
、
構
成
文
化
財
に
は
景
観
が

美
し
い
場
所
が
多
く
あ
り
、
土

地
の
文
化
や
歴
史
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
実
施
し
た
。

ム
サ
イ
さ
ん
は
地
元
と
な
る

井
戸
尻
考
古
館
か
ら
出
発
。
昨

年
9
月
こ
ろ
か
ら
川
上
村
の
大

深
山
遺
跡
や
下
諏
訪
町
の
星
ケ

塔
黒
曜
石
原
産
地
遺
跡
な
ど
へ

出
掛
け
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
は

構
成
文
化
財
で
撮
影
し
た
1
枚

の
写
真
を
使
っ
た
B
2
サ
イ
ズ

と
、
補
足
説
明
と
し
て
遺
産
の

周
辺
観
光
地
な
ど
を
載
せ
た
B

3
サ
イ
ズ
を
用
意
。
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
、
ム
サ
イ
さ
ん
が

範
周
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
地

に
訪
れ
た
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
す

る
写
真
は
順
次
追
加
予
定
。
ポ
ス

タ
ー
は
エ
リ
ア
内
の
施
設
や
店

舗
な
ど
で
掲
示
し
て
い
る
と
い

う
。
町
商
工
会
は
「
エ
リ
ア
内
の

遺
跡
や
景
色
の
良
さ
、
ム
サ
イ

さ
ん
の
面
白
さ
の
両
方
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
か


